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再生可能エネルギービジョン 

 

（１） 市域の再生可能エネルギーのポテンシャルと導入条件 

 

１． 国の目指す地域の再エネ導入の方向性（まちづくり） 

a. カーボンニュートラルと地域振興の同時解決 

b. 防災強靭化（レジリエンス） 

c. 地域循環経済における未利用資源（ごみ・廃棄物・バイオマス）の活用 

 

２． 国の目指す地域の再エネ導入の施策 

a. 建物を利用した太陽光発電と蓄電を組み合わせた自家消費 

b. 大規模な開発を伴わない既存の平地・水面等を活用した太陽光発電 

c. 地域生態系と共存する風力・水力資源の利活用 

d. 市民の暮らしに直結したバイオマス未利用資源の利活用 

 

３． 環境省の提供する導入システムから見る【 石 岡 市 】 

（ ※この項はプロジェクターを使用します ） 

a. 地域脱炭素化促進支援メニュー について 

b. 建物系 太陽光発電のポテンシャル 

c. 土地系 太陽光発電のポテンシャル 

d. 風力  陸上風力発電のポテンシャル 

e. 石岡市の自治体再エネ情報カルテ 

 

（２） 重点プロジェクトの設定 

 

１. 公共施設の防災レジリエンス 

 

a. 本庁舎の災害本部・避難所としての機能強化 
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・太陽光発電と蓄電池による自立稼働の確保 → DXサイネージ活用 

・通常利用時の経費削減 

 

b. 市域の市有施設を選定（支所・学校・病院）し避難所としての機能強化 

・太陽光発電と蓄電池による自立稼働の確保 

・通常利用時の経費削減 

 

c. 共通事項 

・公用車のEV化（非常時の蓄電利用・平常時の経費削減・市域拡大への 

モデル化） 

・充電設備の導入（自家発電を利用し経費削減と脱炭素を実現・ 

市域拡大へのモデル化） 

・ソーラー及び風力街路灯の導入（自家発電を利用し経費削減と脱炭素を 

実現・市域への拡大へのモデル化） 

 

 

２. 第1次産業の振興と生態系サービスからの持続可能性の追求 

 
a. 畜産・農業・食品加工業・食べ残し からの未利用資源活用 

・メタネーションの推進 → ・北海道モデルからのダウンサイジング 

              ・廃棄物の減量化による経費削減 

・廃棄物の地産地消 （ごみや廃棄物を出さず地域に有効還元する取組） 

    

b. 遊休地・耕作放棄地の農業再生 

・営農型ソーラーシェアリングと蓄電池による自立稼働の確保と売電 

・売電による定期収入の確保 

・新しい農業経営の持続可能なモデル化 →再エネによるスマート営農等 

 

 

３. みんなで作る「ゼロカーボンシティ いしおか」 

 

・ゼロカーボンシティ いしおか への普及啓発活動の推進 

→ 努力の先にある快適で安全、安心できる持続可能な未来の提示 

→ 国・県・市の支援策の紹介と利用の促進 

 

・気候変動・防災を考慮し、自家発電自家消費によるゼロカーボンを実現した 

自立分散型の建物や事業活動への移行を誘導・支援 

 

・営農地・遊休地を再生させ、吸収源を保全発展させる「新しい農林業振興」 

 

・ごみや廃棄物、バイオマス未利用資源を有効利用する循環経済の推進 

 

・自然エネルギーからの地域資源の見直し → 水力及び風力への取組 

 

・地域循環共生圏による豊かで持続可能な社会の実現へ向けて 

→「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る 石岡市」 



石岡市 再生可能エネルギー導入に関するビジョン（案）



































自立分散型社会へ向かう地域循環共生圏と防災レジリエンス強化



➉スマートモビリティー波及による観光促進
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